
取り扱い説明書

リル さく乳サポートブラ (ハンズフリー)
セット内容

トラブルシューティング

お使いいただけるさく乳器

ブラ（本体） コントローラー
クッション

・ Micro-USB式
充電ケーブル

ブラ（本体）

・ 保管用ポーチ
・ 本書

➀クッションとコントローラーを入れるポケットがあります。
ポケットの上部にはスナップが付いています。
洗濯の際はクッションを取り出してください。
➁ショルダーストラップと、アンダーバストのストラップ（両
サイドから調節していただけます）でフィット感を調節で
きます。
➂両脇のポケットにはファスナーがついており、着用した
ままクッションの位置を微調整できます。

コントローラー
クッションの電源のON/OFFや揉む強さの調節を行います。

  電源ボタン   �秒長押しで電源のON/OFF

電源ボタンはバッテリーの残量を示すライトにもなってい
ます。
完全に充電された状態で約�.�時間の使用が可能です。
充電しながら使用もできます。

※充電しながらの使用はコントローラーが発熱しやすい
ため、長時間装着したままにせず、使用後は外すようにして
ください。
※充電中はオレンジ色に点灯し、満充電で緑色に点灯しま
す。

ブラの上部から入れて使用します。
チューブを通してコントローラーから空気が入り、さく乳時
に手の代わりになります。
白いスナップでカップサイズを調整可能です。
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クッション

前面

上から見た面

青緑に点灯
��分以上使用可能

赤に点灯
��分未満で充電切れ

充電ケーブル
差し込み口

電源ボタン
Lボタン：弱モード
Hボタン：強モード

ブラのチューブがクッションから外れてしまった

使っているうちにコントローラーが暖かくなる

コントローラーの電池が切れてから少しの間充電したが、電源が入らない

電源を入れてもクッションの動きを感じられない

電源が入らない

それでも問題が解決しない場合は、本書に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

チューブがクッションから外れても、クッションのノズルに
差し戻すことで簡単に再接続できます。
ノズルには番号が記載されているので、コントローラーの
上から�、�、�の順に取り付けてください。

コントローラー内部の電気部品は、電源が付いている間熱を
発するものであり、使用中に暖かくなります。
もし発熱に不安を感じる場合は、コントローラーの電源を切り、
数分間熱を冷ましてから再度電源をつけてください。

コントローラーの充電が完全に切れている場合、電源を入れる
ようになるまで約��分間充電する必要があります。

（電池の寿命を延ばすためです。）
��分間充電しても電源が入らない場合は、別のコンセントでの
充電をお試しいただき、�V �Aのプラグアダプターを使用してい
ることを確認してください。

クッションの動きが感じられない、または膨らんでいないと
思われる場合は、チューブがクッションとコントローラーの両方に
接続されているかどうかを確認してください。
チューブかクッションから外れている場合は再接続してみてください。

コントローラーの電源ボタンを�秒長押しした後、離すと電源が
入ります。電源が入ると、電源ボタンが点灯します。
　 青緑色に点灯 ： ��分以上使用可能
 　赤色に点灯 ： ��分未満で充電切れ
 　赤色に点滅 ： �分未満で充電切れ（すぐに充電が必要な状態）
コントローラーの電源が入らない場合は、��分以上充電してから
電源を入れ直してください。

・ ピジョン（「母乳ポンプ　手しぼり＆フィットさく乳」以外）
・ メデラ　Pump in Style、 Freestyle、 Swing、Sonata™
・ アンジュスマイル

・ カネソン「ママらくハンドα」
・ Spectra S� and S�™
・ Lansinoh™、 Ameda™、  Avent™、 Baby Buddha™

本商品は以下の搾乳器に対応しています。（����年�月��日時点）

下記の製品には対応していません。

・ Willow、Elvie pumps製 
・ Pumpin Pals

・ LacTeck のようなシリコン製のフレキシブル搾乳口の搾乳器
・ カネソン「さく乳ポンプetoca」

など、標準的な搾乳口の搾乳器。

お使いのさく乳器に対応しているか不明な場合は、本書に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。

警告事項

注意事項

以下の事項に従わない場合には、生命や身体への重大な危険が生じることがあります。必ず従ってください。
　 使用中に強い不快感や痛み*を感じた場合は、すぐに電源を切ってください。
※ 不快感や痛み*とは以下のことを指します
▶ クッションの動作に起因する、皮膚への軽度な刺激（極端に肌が弱い方は刺激を感じる可能性があります）
▶ クッションの位置が適切でないために起こる「つっぱり感」や、乳管の詰まりや乳腺炎など、乳房組織の炎症に 
　 よる痛み
 　本商品は、さく乳中の使用を想定しているため、さく乳中以外で着用しないでください。�回の使用時間は��分
　 を目安にしてください。
　 分解や修理、改造をしないでください。
　 疲労が激しいとき、または飲酒時のご使用はおやめください。
 　腫れや炎症を起こしている箇所、傷のある箇所には使用しないでください。
　 本体が正常に動作していない場合、落下させた場合、何らかの損傷を受けた場合、充電ケーブルを水に落とし 
　 た場合などは、直ちに使用を中止し、再起動せずに以下のお問合せ先にご連絡ください。
　 コントローラーにはリチウム電池を使用していますので、火中へ投下したり、加熱しないでください。
 　濡れた手でUSB充電器の抜き差しをしないでください。
 　本体の作動中に放置しないでください。
 　乳幼児の手の届くところには置かないでください。
 　本体やUSBケーブルに無理な力がかからないよう扱ってください。
 　ブラとクッションは、毎回使用前に清潔な状態であることを確認してください。
 　使用する前に、すべての部品に傷や破れがないことを確認してください。
 　動作条件は以下の通りです。
　 温度：華氏��度～���度 | 摂氏�度～��度
　 湿度：��％～��％（結露しないこと）

本商品をご利用の際には、以下の事項に従ってください。
　 衛生的にお使いいただくため、ブラは他の方と共有しないでください。
 　お子様の近くで使用する場合は、お子様に危害が及ばないよう、十分に注意してください。
 　エアゾールスプレーや、酸素スプレーが使用または投与されている場では使用しないでください。
　 ブラを洗濯する際は必ずコントローラーとクッションを取り出してください。
 　コントローラやクッションからチューブを外さないでください。
 　コントローラーやクッションを浸水させないでください。
　 ブラやクッションの洗浄に刺激の強い化学物質や液体（アルコールが入っている化学物質や強い染み抜き剤・ 
　 漂白剤など）を使用しないでください。
 　コントローラーやクッションを洗うのに石鹸や水を使用しないでください。よく水を絞った清潔な布かウェット　  
　 ティッシュで拭いてください。
　 廃棄する際は、お住まいの自治体の定める方法に従い、適切に廃棄・リサイクルしてください。

● 本マニュアルは、本商品の使用方法並びに警告及び注意事項を記載したものです。本商品を使用するにあたっては、 医師のアドバ 
　イスに従うことを強く推奨いたします。本商品の使用または使用方法に関する最終的な判断は、お客様ご自身またはお客様と医師
　とのご相談の内容に従って、行ってください。
● 本商品を使用する際には、必ず本マニュアルに記載したご使用方法、警告事項および注意事項等に従ってください。
　これらに違反して、お客さまに生じた事故や損害については、fermata株式会社では一切の責任を負いませんのでご了承ください。
● 本商品を使用することにより、お客様以外の第三者に生じた損害等についても、fermata株式会社は一切の責任を負いませんので
　ご了承ください。
● 本商品のご使用によって事故や怪我等が発生した場合には、直ちに医師の診察を受けるとともに、医師の指示に従ってください。

※本商品はFCC (Federal Communications Commission) 規則のパート �� に準拠し、以下２つの条件に従います：
(�) 有害な電波干渉を引き起こさないこと。 
(�) 不都合な動作を引き起こす可能性のある電波干渉含め、受信したすべての電波干渉を受け入れること。

本商品にご満足いただけない場合は、本書に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。
使用方法のご説明など、快適な搾乳体験を提供できるよう、全力でサポートいたします。

● 不良品の場合を除き、商品の開封後の交換・返品はできません。
● 未開封の場合は、商品到着後一週間以内にご連絡をいただいた場合に限り、お客様都合による返品をお受けします。 
    返品にかかる送料はお客様のご負担となります。
● お届けした商品に不足、不備その他不具合があった場合は交換対応しますので、商品到着後一週間以内にご連絡ください。

本商品は、製造上または材料上の欠陥に対して、製品の受け取り後から�年間のメーカー保証があります。

● クッションの空気漏れが生じた場合
● バッテリーまたは機械に故障が発生した場合

● 製品や付属品を分解した場合
● 水没、浸水した場合
● 摩耗による外観の劣化、破れ、裂け目など
● クッションの中のカビ
● 天災による損傷、誤った使用や本書に記載のない使用方法等による故障

保証期間中に故障した場合、メール（info@hellofermata.com）でご連絡の上、購入日を証明する有効な書類やご注文時にお送りす
るメールをご提示ください。
なお、弊社の判断により、交換を行わず、購入代金を返金する場合もございますので、予めご了承ください。
弊社が本商品に関して行う保証は、日本国の法令の定めに従うほか、上記に記載された内容に限ります。

保証内容は以下の通りです

保証対象外となる例は以下の通りです

返品、保証について

免責事項

お問い合わせ先
fermata株式会社　東京都港区六本木�-�-� WHEREVER �F
info@hellofermata.com  TEL : ���-����-���� 発行日：����年�月��日



ブラの使い方

使い方のコツ

充電方法

お手入れ方法

➀クッションとコントローラーの正しい方向を確認します。
コントローラーはボタンが上になるようにセットします。コントローラーの通気孔と
クッションのスナップが体の外側を向くようにセットします。

➁ブラのサイドファスナーを開け、ブラのポケットのスナップをはずします。

➂コントローラーを中央のポケットの中に入れます。
(ブラを装着した際に「L」ボタンが左側にくるよう入れます。）

➃クッションの片方をブラに差し込みます。
※必要に応じて、ブラの着用後にサイドのファスナーから位置を調節していただく
ことも可能です。

➄ファスナーを閉じ、もう片方のクッションも同じように差し込みます。

➅ブラの上部にある�つのスナップを閉じます。

➀さく乳器のボトルをブラにセットしたさく乳口につなげます。

➁コントローラーの電源ボタンを�秒長押しして電源を入れます。

➂電源を入れると弱モードで作動します。
Lボタンで弱、Hボタンで強に切り替えできます。
さく乳器がブラに装着されている状態であれば、さく乳器を作動させるのは、
本商品の電源を入れる前でも後でも問題ありません。

➃さく乳が終わったら電源を切ります。
さく乳器の電源を切る前でも後でも問題ありません。

➀充電が必要な場合、コントローラー中央の電源ボタンが赤く点滅します。

➁USB式充電ケーブルをコントローラーに差し込んでください。
�V �A出力の一般的なUSBプラグアダプター（携帯電話の充電器など）で充電する
ことができます。上記の定格を満たさない未対応のアダプターは使用しないでくだ
さい。

➂充電中はコントローラーのON/OFFボタンがオレンジ色に光り、満充電になると
緑色に光ります。
※ブラを使用しながら充電をすることもできます。

➀通常のブラと同じように、ストラップに腕を通します。

➁背中のバックルをカチっと音がするまで留めます。

➂アンダーバストのストラップを調節します。
より効果的にお使いいただくため、しっかりと固定してください。

（例：胸の下にある肋骨とブラの間に指�本が容易に入らない程度）

➃ブラが身体にしっかりと密着するように肩のストラップを調節します。

ブラの前面にある穴から、お手持ちのさく乳器のさく乳口を挿入します。
さく乳口が肌に直接触れ、ブラがその外側に来るようにします。
※さく乳器のボトルは、この時点でも、ブラを着用後に後からもお付けいただけます。

・ 授乳用ブラ（クリップ付きの前開きタイプ）に重ねることができるため、完全
   に服を脱がなくても使用できます。

・ もし胸全体へクッションの動きを感じない場合は、サイドにあるファスナー
   を開けてクッションの位置を調節してください。

・ よく絞った清潔な布かアルコールを含まないウェットティッシュでやさしく
   拭きます。

・ 石鹸や流水での水洗いはしないでください。
・ 母乳が付いてしまったときは都度、また、少なくとも週に�回のお手入れを
   おすすめします。

お好きなタイミングで洗濯してください。
また、母乳をこぼしたり、はねて汚れた際は、その都度洗ってください。

・ 洗濯機もお使いいただけますが（~��℃までの冷水で、洗濯機の弱モードをご使
   用ください）、長くお使いいただくために、ブラは手洗いをお勧めしています。

・  洗濯機をご使用の際は、ストラップを保護するために、できるだけ洗濯ネットを
    お使いください。

・ 洗濯後はブラが完全に乾くまで、平干しまたは吊り干ししてください。
・ 漂白剤、乾燥機、アイロンは使用しないでください。
・ ドライクリーニングはしないでください。

クッションとコントローラーをセットする

クッションを動かす

ブラを着用する

さく乳器のさく乳口をセットする

ブラのお洗濯

コントローラーとクッションのお手入れ

➀ブラを平らに置き、ブラの上部にあるにある�つのスナップをはずします。
➁クッションの片方を優しく引っ張り、取り出します。
➂もう片方のクッションも同様に取り出すと、一緒にコントローラーも抜
     けます。
    （クッションとコントローラーを戻すときは、装着時にコントローラーの
     「L」が左側にくるように、そしてクッションのスナップが体 の外側を向く
     ように入れます。）

ブラを洗濯する前に、必ずコントローラーとクッションを
取り出してください。

コントローラーとクッションの取り出し方法

装着後、違和感がある場合

一度電源を切り、ブラにしわが寄ってないか、
クッションが折れたり曲がったりしていないか確認してください。

クッションの動作による肌への負担はどうしても起こってしまうため、
ブラに異常がないにも関わらず皮膚への刺激を感じる場合は、

使用を中止してください。

つねられているような感覚がある場合
クッションの白いスナップでサイズを�つ大きくしてください。
それでも治まらない場合、ブラの両脇にあるファスナーから

クッションの位置を調整してください。

クッションのカップサイズの調節方法
クッションのサイズがあわない場合は、クッションを一度取りだし、

クッションの白いスナップでサイズを調整します。
カップサイズを大きくする場合はスナップを近づけ、

小さくするためにはスナップを遠くに留めてください。

クッションのスナップと
コントローラーの通気孔が
体の外側を向いているように

クッションとコントローラーは
上から差し込みます

※画像は旧型のもので現在の商品とは色などが異なります。


